	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	理科総合Ａ
	２
	


１　学習の到達目標等

	学習の到達目標
	１　自然の事物・現象に関する観察，実験などを通して，エネルギーと物質の成り立ちを中心に，自然の事物・現象について理解を深めます。
２　人間と自然との関わりについて考察させ，自然に対する総合的な見方や考え方を育てます。

	使用教科書・副教材等
	高等学校 理科総合Ａ 改訂版（理Ａ016），ラプラシア 理科総合Ａ 改訂版


２　学習計画および評価方法
	学期
	月
	学習項目
	学習の具体的内容
	備考
	考査

範囲

	第

１

学

期
	４
	オリエンテーション
序章　自然の探究
１　自然の見方　
２　探究の仕方
	「理科総合Ａ」の学習の意義や内容，実験室の利用法や注意点，学習や評価の方法を理解します。自然をエネルギーや物質の変換の観点でとらえ，自然に対する総合的な見方や考え方を養います。また，具体的な事例についての観察・実験を通して，探究の仕方を体得します。
	
	第

１

学

期

中

間

考

査

	
	
	第１部　物質と人間生活
第１章　物質の構造
第１節　物質の構成
第２節　原子の構造と
周期表
第３節　物質の
構成粒子
	物質の分類ができるようになります。混合物と純物質の違いを利用して，混合物から純物質を分離する方法を理解します。また，元素の概念と元素の確認法を理解します。
原子の構造を理解し，原子の電子配置と原子同士の結合，周期表との関係を理解します。また，物質は原子・分子・イオンなどの粒子から構成されていることや，これらの粒子から構成される物質の性質を理解します。組成式，分子式，構造式が書けるようになります。
原子量・分子量・式量について理解し，物質の質量・体積と粒子の個数の関係を理解します。
	・「物質を構成する粒子と電気伝導性」等の実験を行います
	

	
	５
	
	
	
	

	
	
	第２章　物質の変化
（本章は下記より１つ
または２つを選択）

第１節　燃焼と
エネルギー

第２節　状態変化と
エネルギー

第３節　酸・塩基の

中和反応と

エネルギー
第４節　酸化還元反応
とエネルギー
	化学変化と物理変化の違いについて理解し，化学反応式が書けるようになります。また，化学変化の量的関係の計算ができるようになります。化学変化や状態変化とエネルギーの関係について理解します。
酸と塩基の性質，価数，強弱について学習し，ｐＨで酸と塩基の強弱が表されることを理解します。中和反応について理解し，中和の化学反応式が書けるようになります。
酸化還元反応が電子の移動で起こることを理解し，酸化剤・還元剤の働きや，金属のイオン化傾向について理解します。また，電池の仕組みと電気分解について理解し，これらの反応で化学エネルギーと電気エネルギーが変換されることを認識します。

	・「物質の三態」「中和反応と反応熱の変化」，「金属のイオン化傾向と反応性」，「電池」，「電気分解」等の実験を行います。
	第

１

学

期

末

考

査

	
	６
	
	
	
	

	
	７
	
	
	
	

	第

１

学

期
	【課題・提出物等】

１　授業の中で使用するプリント

２　授業ノートを指定された時期に提出します。

３　実験レポート　(１)　提出期限は，次の授業までです。

(２)　実験データの処理，考察，調べたことをまとめて提出します。

	
	【第１学期の評価方法】

中間と期末の定期考査の成績を70～80％，プリント，授業ノート，実験レポートなどの提出物，発表の仕方や内容，学習・実験活動への主体的な取り組み方を20～30パーセントの配分で評価する。


	学期
	月
	学習項目
	学習の具体的内容
	備考
	考査

範囲

	第

２

学

期
	９
	　第３章　物質の利用
第１節　日常生活と
物質
第２節　生物の作る
物質
	身の回りにある金属・プラスチック，セラミックスなどの製品は，自然界の物質にエネルギーをつぎ込むことによって製造されていることを理解し，これらの物質の原料，性質，利用法などを学習します。
生物は体内の精巧な化学反応によって，人間生活に有用な物質を作り，その物質をどのように人間が利用しているかを理解します。　また，人工的に合成された物質が人間や自然界に影響を与えることを理解します。
	・「鉄くぎとさび」，「デンプンの消化」等の実験を行います。
	第

２

学

期

中

間

考

査

	
	10
	第２部　エネルギー・資源　　　　　と人間生活
　第１章　力学的
エネルギー
第１節　運動と力
	仕事とエネルギーについて理解するために必要な速さ，力，作用・反作用の法則，摩擦力，慣性の法則について理解します。
	
	

	
	
	　　第２節　仕事と

　　　　　　エネルギー
	仕事を定義し，仕事の原理，仕事率について理解します。また，エネルギーを定義し，運動エネルギーと位置エネルギーについて理解します。力学的エネルギーが保存される場合と保存されない場合があることを理解します。
	・「運動エネルギー」，「自由落下の力学的エネルギー」，「振り子の力学的エネルギー」，「ばねにつないだ台車の力学的エネルギー」，「人間の最大パワーの測定」，「金属の比熱の比較」，「力学的エネルギーと熱」，「電気エネルギーと熱」等の実験を行います。
	第

２
学

期

末

考

査

	
	11
	第２章　いろいろな
エネルギー  

第１節　熱エネルギー
第２節　電気
エネルギー
第３節　エネルギーの
変換と保存
	温度と，物質を構成している粒子の熱運動の激しさとの関係を理解し，粒子の熱運動と状態変化について理解します。熱量について理解し，物質の温まりやすさの違いが比熱で分かることを理解します。熱の移動において，熱量が保存されることや熱の移動について理解します。また，仕事と熱が変換されることより，熱もエネルギーであることを認識します。
導体において，オームの法則が成り立つことや電気抵抗と導体の長さ・断面積の関係を理解します。また，合成抵抗，電力，電力量について理解します。
いろいろなエネルギーがあることを認識し，エネルギーが相互に変換できることを理解します。また，太陽エネルギーがいろいろなエネルギーの源になっていることを理解します。
 エネルギーの変換においてエネルギー保存の法則とエネルギーの質について理解します。

	
	

	
	12
	
	
	
	

	第

２
学

期
	【課題・提出物等】

１　授業の中で使用するプリント

２　授業ノートを指定された時期に提出します。

３　実験レポート　(１)　提出期限は，次の授業までです。

(２)　実験データの処理，考察，調べたことをまとめて提出します。

	
	【第２学期の評価方法】

中間と期末の定期考査の成績を70～80％，プリント，授業ノート，実験レポートなどの提出物，発表の仕方や内容，学習・実験活動への主体的な取り組み方を20～30パーセントの配分で評価する。


	学期
	月
	学習項目
	学習の具体的内容
	備考
	考査

範囲

	第

３

学

期
	１
	　第３章　資源の開発と
利用

第１節　エネルギー
資源の利用
第２節　地下資源の
利用と資源
開発
	エネルギー資源の変遷からエネルギー問題について考えます。また，さまざまなエネルギー資源が発電や熱源に利用されていることを理解します。核エネルギーの利用について理解します。エネルギー問題と環境問題について考えます。
地下資源の利用，成因，有限性について理解します。また，資源開発における資源探査について理解し，環境保全の重要性を認識します。
	・「太陽電池扇風機の製作」等の実験を行います。


	学

年

末

考

査

	
	
	第３部　科学学技術の

進歩と人間生活
第１節　科学技術の進歩と課題
第２節　課題研究の
進め方
	課題研究を通して，科学技術の成果と今後の課題を認識し，科学技術と人間生活との関わりを考察，検討します。
課題研究の取り組み方について理解し，テーマに応じた適切な研究方法を選択します。また，研究活動や研究発表を通じて，情報を共有化し，協調性，表現力を養います。
	・探究活動のレポートの作成とプレゼンテーションを行います。
	

	
	２
	
	
	
	

	
	３
	
	
	
	

	
	【課題・提出物等】

１　授業の中で使用するプリント

２　授業ノートを指定された時期に提出します。

３　実験レポート　(１)　提出期限は，次の授業までです。

(２)　実験データの処理，考察，調べたことをまとめて提出します。

	
	【第３学期の評価方法】

学年末考査の成績を70～80％，プリント，授業ノート，実験レポートなどの提出物，発表の仕方や内容，学習・実験活動への主体的な取り組み方を20～30％の配分で評価する。


３　評価の観点，内容および評価方法

	評価の観点および内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	・自然現象について関心を高めているか。
・授業，観察，実験に意欲的に取り組み，より深く現象を理解し探究しようとする態度を持っているか。
	・学習活動への参加の仕方や態度
・実験レポート
・授業の中で使用するプリント
・ノート

	思考・判断
	・さまざまな自然現象を観察して疑問や不思議さを感じ，問題点を表現できるか。
・観察，実験を通して，事象を実証的，論理的に考えたり，分析的，総合的に考察したりして，問題を解決し，事実に基づいて科学的に判断できるか。
	・定期考査の思考・判断に関する問題
・実験レポート
· 授業の中で使用するプリント        

· ノート

	観察・実験の
技能・表現
	・観察，実験の技能を習得しているか。
・観察，実験を通して自然現象を科学的に探究する方法を身に付けているか。
・観察，実験の過程や結果及びそこから導き出した自らの考えを的確に表現しているか。
	・定期考査の観察・実験に関する問題              

・実験レポート                    

・授業の中で使用するプリント 

・ノート

	知識・理解
	・観察，実験などを通して自然の事物・現象についての基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けているか。
	・定期考査
・実験レポート


